
 

 

《本園の教育目標》 

○元気がある ○自分のことは自分でする 

〇仲良く遊ぶ 〇ものごとに興味・関心をもつ 

〇思ったことを話し、人の話を聞く 

〇体験や考えに感動する 〇工夫して表現する 
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『 子育ての多様化 ～互いに尊重しあう～ 』 

         園長  矢田 泰久  

春風とともに迎えた令和 5年度も最初のひと月が終わりました。とりわけ、新入園児が、

学級という集団で初めての先生初めての仲間と過ごした 15日間。不安と緊張が入り交じり

そのすべてが楽しく快適でなく、ある面試練の時間・空間であったかもしれません。 
 
けれども、そのような中、徐々に子ども達の表情もやわらぎ、お友達に「○○ちゃん遊ぼ

う」と話しかけたり、初めての給食やこいのぼり製作に意欲的に「やってみよう」と言った

りして頑張っています。保護者の皆様もお子様の成長への期待と不安、あるいは見守る辛さ

を実感した一カ月だったことでしょう。今月も共に子どもらの成長の姿を一つずつ楽しみた

いと思います。園庭の鯉のぼりのように「子らよ、空高くまたのびのびと大きくなぁ～れ」 
 

＜ご入園おめでとうございます 4/8＞ 

 

 

 

 

 

＜年少 ちゅうりっぷ組＞        ＜年少 たんぽぽ組＞     ＜年少 つくし組＞＜年中 うめ組、年長 ひまわり・もも組＞ 

＜正課、自転車がはじまりました 4/25＞      ＜園庭あそび:しょくぶつかんさつ、むしさがし＞ 

 

 

 

 

＜年中 さくら組＞          ＜年長 もも組＞         ＜年中・年少組 いっしょに＞ 
 

ところで、先日ある小学校の先生から「うちの学校で今年、3名の男の先生が育児休暇を

取られました」と伺いました。かつては母親や女性中心の子育てでしたが、令和の今、一層

父親、男性の子育て参加の度合いが増えてきていることを実感しました。 
 

近代以降、明治の時代は男性の主たる役割は家・地域社会でした。大正時代は徐々に家事

・育児を担い、家族の生活や福祉を支えるリーダーとなります。戦後の昭和時代は女性の社

会進出に伴い男性のそれらの分担も増え、さらに平成時代になると共働き世帯の増大、父親

の育児休暇取得率も上がり、令和では父親の家事・育児参加は当たり前となってきました。 
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他方、日本の子育てはこれまで長い間、親子の情緒的関係を重んじ「親は子は、その関係

はこうあるべき」といった役割からなる社会の枠組を素直に受け入れることができることを

強調してきました。そして、日本人としてこの社会で生きる上での暗黙のルール（社会的規

範）を子どもが自然と身につけることを理想としてきました。そのため、子どもに反省する

ことを促し、それに基づいてルールを守るよう努力することを重視してきました。 
 

その一方で、例えばアメリカの中産階級の子育ては、まず社会の枠組みと言うよりは、子

どもの独立的思考を重視し、その枠組にとらわれず、個人の思考に基づいて選択することを

強調しています。そして、社会的規範を子どもに明確に教えることや子どもの自尊心を高め

ることを重視する、といった文化による子育ての違いがみられます。 
 

今、子育ては担い手だけでなく、考え方やし方も多様化しています。ときには主張がぶつ

かり合います。そこで大切なことは「担うのが当たり前、その考えが普通」といった片方の

見方だけでなく、違う立場や考えを尊重するセンスやバランス感覚をもつことと思います。 
 

ただ、この話は決して大人に限った話ではありません。幼児期において発達段階に応じた

「自分自身の感情や欲求、行動をコントロールする自己統制能力」の育ちは大切です。その

ために子ども達を周囲の大人が適切にサポートすること。子ども達に毎日同じようなルーテ

ィンで過ごさせること。また、例えば遊びの中に、積み木を組み立てたり、おもちゃを集め

たりする適度な条件やハードルを設けることです。 
 

核家族化がより進行する中、子育てを支えたり喜びや苦しみを分かち合えたりする家族は

限られ、お母さんお父さんの負担は肉体的以上に心理的負担が増えるばかりです。そこで、

ぜひ子育ての社会資源として本園を遠慮なく活用してください。可愛い子どもたちのために

やっと制限や制約が放たれた今、労を惜しまず、みんなで一緒に協働してまいりましょう。 
 
 

★ こどもたち（ねんちょうさん）へのもんだいです 
 

１ つぎの(1)と(2)のもんだいのこたえをたすと、したのえにあるものになります。さて、

どれでしょうか？ おこさまといっしょにかんがえてみてください。 

(1)「ひつじ」から「ひじ」をとると、なにかな？ 

                     【 5月の主な行事 】                 

―        ＝        8 日（月）種まき 

                          9 日（火）年長スイミング 

(2)「いるか」から「いか」をとると、なにかな？  12 日（金）年長園外保育(大谷田南公園他) 

 13 日（土）自由登園、園庭開放(未就園児) 

―              ＝           16 日（火）歯科健診          

         17 日（水）平常保育   

こたえ                                                       22 日（月）内科健診          

「くま」  ・  「さら」 ・   「つる」    31 日（水）お誕生日会 456 月 

     

 
 

２ つぎの「いきものしりとり」にこたえてください。 

 

 


